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男子乳癌の再発例

神戸医科大学第1外科学薮室（主任－藤田登教授〕

芦名 茂・横井時敏・関谷幸永・国賀宏哉

A CASE OF RECCURENT BREAST CANCER IN MALE 

SmGEIW .AsHINA, ToKITOSHI YoKOI, YmnNAGA SEIGYA and HrnoYA KoKUGA 

，
 ．、
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Department of Surgery噌 I.Division, Kobe 1¥Iedical College. 
(Director : Prof. Noboru Fujita) 

It has been known that the breast cancer in male are rather rare. we have 

experienced a ca:se of I℃c:.cur℃n t breast cancc1、（carcinomasimplex) in male, age 79 

years old, ¥1・hich was cured with administration of "Kitromin" and radio-therapy. 
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男子の乳癌は比較的Iii；な疾患であって，欧米では千

余例，本邦に於ては50数例が現在迄に報告されている

に過ぎない．従ってその再発に関する文献は甚だ／レな

い．私達は男子乳癌のしかも再発したものに遭遇した

のも 文献による統計的観察を加えて報告する．

症 例

［］＿，病歴患者は79才の男子．昭和20年8月頃より左

乳房にJ世冒頭大の無痛性腫療があるのに気付u、た．

以後大きさを増して来たので翌21年 1月摘出手術を

受けた．更に昭和25年 1月P 左肢寓に硬い無痛性小腫

痛が数ケ発生，周年12月になって摘出した．しかし乍

ら昭和26年9月頃から再び左肢禽部に同様のものを数

ケp 左鎖骨下禽及び左前胸部第4肋聞に夫々 Iケの小

指頭大の腫癒を生じp 漸次大きさと硬さを増して来た

ので昭和28年4月本院を訪れ，乳癌の診断の下に入院

した．家族歴，既往歴には特記すべきものはない．

②現症：：全身状態：特記すべきものはない．

局所々見：左鎖骨下認に鴛卵大で弾力性硬のものl

ケ．左前胸部に泌指頭大のもの 1ケ．左肢禽に実在卵大

掛カ性硬及び軟の2ケの麗癒と他に数ケの氷粒大のも

のを認める．何れの腫療も淋巴腺転移と考えられ，表

面の凹凸は不平滑の所も平滑な部分も存在するが，局

所の熱J患は証明されず，皮膚及び基底とはよ く移動す

る．左鎖骨下禽のものは静脈怒張が著明である．

血液所見：赤血球270万F 血色素含有量62%（ザー

リー）， 血色素係数 1.14，白血球4200，好中球44%,

淋巴球51%で比較的淋巴球増多症であった．

尿所見：ウロピリ ノーゲン反応弱陵性，デーピス反

応中等度防性の他著変なし．

③手術及び切除標本所見： 4月18目前胸部のものに

対し摘出術を行い標本を作成した．標本は弾力性硬，

表面は概して平滑であるが所 硬々く粗絡な所があり，

中じl:;i；に癌乳の様な粥状の白濁物質を認めたが悪臭は
なかった．

病理組織学的に依然すると惟純癌で一吉llH~後変性し

た像を呈してし・た．

治療及び経過： 治療としてレ ントゲン線U(¥']j及びナ

イトロミン局所注入，静脈注射のi必lぶ去を併用した．

年令的考！ふ血液所見，且つ併用療法である為，何れ

附図1 男子乳癌 （79才），再発例，単純癌．

もその用量を多少控え目にし，レントゲン線を30日間

に2200レン トゲンp ナイトロ ミンは週2回の割合で50

mgを500ccのリンゲルに溶解し局注 17.33mg，点滴静

注 169.17mg，計 186ふ.11gを用いた所，鎖骨下箆の腫

癌は被覆部の皮膚の色調がやや紅色より青の色調に変

化した程度であったが般禽部の麗癒はp 一部は弾カ性

硬より軟となりp その麗癒基底部に扇桃大やや硬い表

面p 基底とよく移動する栂指頭大の淋巴腺腫脹を触知

し得るよ うになり，腫癒全体の大きさも鳩卵大とな

り，他の部分も暗赤色となり， 大きさは著明に減少3

雀卵大の弾力性軟の題痩となるに至った．白血球数は

4,000であった．退院後一時所見泊大したが6ヵ月後

又縮少したとの事である．

考 按

(I) 男子芋L癌の統計的考察

前述のように男子乳癌は全乳癌の1%内外であり，

その発生年令は女性に比し3～10才高年で50才台に最
も多く平均56.6才p 左右は略々同数であり，女性では

左側が附々多くなっている．

腫場発見より手術に至る期間は2年以下24仏 2年

以上52%，不明24%で5年がJU:も多く，女性の2.4年

に比し相当長期間である．

発生原因にlt定説はないが良性虚腐の怒性変化を思

わしめる症例が多く，腫療は中心部に最も多く大多数

は難卵大よ り手拳大．メ＜16%に波疲形成を証明し得る

事は粉々特異的と｝＇＠，、われる．

病理組織学的にはj線癌36.6?,;, ~定性癒 26.6°；；で，女

fの場合の単純痕3G.-l"o，髄様痕27.9%,＠！＇性癌 20.0

%，混命型l'.2.1.%,E塁線J&;0.6%と梢々兵る．転移は女

j二とl司｜渓， 日夜溜淋巴日出に肢も多く且つ早期に転移を来

す．次いで鎖骨禽，骨p 肝，肺のl頓に転移する．

－般に手LJ.Jiに於ては再発率56.6%を示しているが，
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男子における乳癌は女子のそれに比して稀であるだけ

に適正なる診断と処置の加えられる事が遅きに過ぎ，

転移，再発を来す事が多く女性を遥かに上廻っている

と考えられる．

予後に関して腫療の大きさよりは寧ろ癒着転移の有

無p 軽重の度合の関係する所大でありp Steinthalの

第E期は予後最悪である．本学の成味氏は昭和19年男
子乳癌の手術治験例を発表し，男子乳癌は周囲への浸

潤強く入念なる切除を要すると述べている．組織学的

には髄様癌及び硬性癌は単純癌に比して再発の傾向が

椅々大なる様である．

②乳癌転移及び再発例の放射線療法及びナイトロミ

ン療法

癌研lll下P 高橋p 渡辺氏等によれば再発p 転移を治

癒せしむるに必要な量は空中照射に於て2500～3500レ

ントゲンであり3 再発転移例に於ける放射後の生存期

間は放射例では3年22%, 5年10%.放置例では3年
／ 

5 %, 5年0%で約10%の効果しか得られず，手術操

作不可能のものにとっては当然化学療法との併用地：考

えられてしかるべきである．

1946年 Gilman,Philipsにより MustardGas 

が屋場に対し治療的に効果のある事が判明レて以来

Nitrogen-Mustardの研究相次ぎp それが麗痩細胞

の細胞分裂，殊にその増殖傾向あるものに対しl比れを

抑制しp 細胞蛋白質に結合し易い 1種の細胞分裂毒で

ありレントゲン腺に感受性を有する腫湯は大体に於い

て Nitrogen-Mustardに感受性を有しているが全然

同一でなく 1 －＿§.レントゲン線に不感性となった腫豊富

にナイトロミンを注射すると再びレントグンに反応性

を有する様になるといわれている．

我々の症例についても或程度迄の縮少は見られたが

何分老年の事でもあり， 且つ屡々副作用を起した為p

用量を制限せざるを得なかった事は遺憾であった 何

れにせよ腫療に対する化学療法及びレン トゲン線療法

との組合せに将来性を持ち得る事と思う．

結 語

以上本邦に於て比較的稀なる男子乳癌の再発例を報

告L，併せてその統計的考察を試み，その治療法のー

っとしてレントゲン線照射及びナイトロミン局所注入

の併用療法に将衆性ある事を述べた次第である．
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